
何もなかったところに米軍基地ができて、その周りに人が
移り住んだのではないですか。Q2

A 　それは、誤った認識です。

　たとえば、米軍上陸前年の宜野湾村には多くの集落が存在し、約１万４千人の住民がい
ましたが、沖縄に上陸した米軍は普天間飛行場建設のために宜野湾、神山、新城、中原の４
つの集落を中心に広い範囲を強制接収しました。

　なかでも、普天間飛行場が建設される前の当時の宜野湾村の中心は字宜野湾という場
所で、現在の普天間飛行場の中にありました。そこは、もともと役場や国民学校、郵便局、病
院、旅館、雑貨店がならび、いくつもの集落が点在する地域でした。

　また、字普天間には、沖縄県庁中頭郡地方事務所や県立農事試験場など官公庁の施設が
設置され、沖縄本島中部の中心地でした。

　住民が避難したり収容所に入れられている間に、米軍が利用価値の高い土地を強制的に
接収したため、戻ってきた住民は自分の故郷に帰りたくても帰れず、その周辺に住むしかな
いという状況でした。
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基地の外で行進を続ける米兵（現・沖縄市）　昭和35年頃（1960年）

キャンプ桑江での通貨切替（現・北谷町）  昭和33年（1958年）

27年間の米軍統治により沖縄はどのような影響を受けま
したか。Q3

A 　戦後すぐの昭和20年（1945年）から昭和24年（1949年）までの５年近く、本土では戦後の
復興政策が図られる中、沖縄はほとんど放置状態で「忘れられた島」と言われました。これ
は、アメリカの軍部と政府側の調整に時間がかかり、明確な統治政策が図られなかったた
めです。

　その後、昭和24年（1949年）５月にア
メリカ政府は沖縄の分離統治の方針を
決め、昭和25年（1950年）２月にＧＨＱ
が沖縄に恒久的基地を建設するという
声明を発表し、沖縄の分離統治を決定
しました。この時から米軍による沖縄の
基地化が進んでいきました。

　昭和27年（1952年）のサンフランシ
スコ平和条約により日本は独立国とし
ての主権を回復しますが、その代償と
して、沖縄は日本本土から分断され、米
国の施政権下におかれました。沖縄に
は日本国憲法の適用もなく、国会議員
を送ることもできませんでした。

　一方、経済においては、基地建設を
進める上で本土への支払いがアメリカ
に有利になるよう強いドルの政策が取
られていました。実態に合わない強い
ドルの影響で、沖縄では製造業が育た
ず、基地依存の輸入型経済という環境
になってしまいました。

　また、米軍の統治下におかれた沖縄
は、27年間もの間、日本政府から十分
な支援を受けることができませんでし
た。

　その結果として、昭和47年（1972年）に本土に復帰した時の沖縄は、道路、港湾、学校、病
院、住宅など社会資本のあらゆるものが不足していた状況でした。

　そこで復帰以降、沖縄が持つこのような特殊事情を踏まえ、格差の是正、沖縄の自立的発
展の基礎条件の整備等を目的として、３次にわたる沖縄振興開発計画及び沖縄振興計画
の実施により沖縄の振興が図られてきました。

キーストーンスタジオ蔵
那覇市歴史博物館提供
キーストーンスタジオ蔵
那覇市歴史博物館提供
キーストーンスタジオ蔵
那覇市歴史博物館提供

沖縄県公文書館提供沖縄県公文書館提供沖縄県公文書館提供

沖縄と米軍基地の歴史的側面沖縄と米軍基地の歴史的側面第１章

3


